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沖縄県宮古土木事務所管内における道路の維持管理においては，従来は土木事務所の職員が自ら実施し

てきた道路パトロール及びそれに伴う維持作業を含め，道路に関する日常管理の全てを民間に委託する方

針となった．これを受け，より効率的・効果的な維持管理を実現するための民間委託手法を検討し，令和

元年度より包括的な道路の維持管理の民間委託が開始され，現在 4 期目（3 期目より 2 年契約）を実施中

である． 
本文は，宮古土木事務所管内における道路の包括的民間委託について，委託導入までの経緯とノウハウ

の活用や工夫を引き出すことによる効率的・効果的な業務実施を実現するために導入した全体マネジメン

ト業務を担うマネージャーの役割とその効果について報告する． 
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1. はじめに 
 
沖縄県では，従来は県の職員が自ら実施してきた道

路パトロール及びそれに伴う維持作業を含め，道路に関

する日常管理の全てを民間に委託する方針となった．こ

れに伴い，宮古土木事務所では他の事務所に先立ち，よ

り効率的・効果的な道路の維持管理手法の導入検討が実

施された．この結果，これまで直営で実施してきた作業

や従来から民間委託として発注をしてきた業務等をその

内容に応じた 9種類の業務に再編し，これらを一つの業

務として発注する包括的な道路管理の民間委託が令和元

年度より開始された．現在は 4期目の委託が実施されて

おり，3 期目より複数年契約となる 2 年契約で実施され

ている． 
包括的民間委託の実施体制の検討においては，専門

性の異なる様々な企業が共同企業体として参加すること

を想定し，各社が連携して効率的・効果的な維持管理を

実現するために，その調整役を担う「全体管理業務」を

導入し，この業務を担当する総括責任者（マネージャー）

を配置しており，これらが機能することで，包括委託の

効果を引き出す体制とした． 
本文は，開始から 5年が経過した宮古土木事務所管内

での包括的民間委託について，導入までの経緯，想定し

た受託者のマネージャーの役割と得られたその効果につ

いて報告する． 
 
 
2. 宮古土木事務所管内における維持管理の課題 
 
(1) 対応事案や要望が発生しやすい状況 
宮古島は国内における火山性の島と違い，サンゴ礁

が堆積して形成された島であるため，地形が平坦である．
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そのため，管理する道路が多い（管理延長が長い）とい

った特徴がある．延長が長くなると管理する施設も多く

なり，不具合に対する対応事案が発生しやすい状況にあ

るといえる．また，県内の他の事務所に比べ街路樹も多

く植えられており，それらの多くが大径木化しているた

め，剪定に関する要望が発生しやすい状況となっている． 
 
 
 
 
 

写真-1  宮古島の平坦な地形の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-2  島内で密に設置された街路樹 

 
(2) 災害が発生しやすく迅速な対応が求められる状況 

宮古島は平坦な地形のため河川が少ない．そのため，

排水は浸透桝により処理されているケースが多くなって

いるが，強雨の際には浸透桝の処理能力を超えてしまう

こともあり，道路の冠水が度々発生している． 
また，街路樹が多いことから，台風接近時などの暴

風時には倒木が発生しやすい環境であり，特に近年，台

風が大型化しており，倒木のリスクも高まっている． 
これらの災害発生時には，迅速な対応が求められる

とともに，災害が想定される場合には，例えば冠水が発

生しやすい場所については，側溝の清掃を行ったり，排

水桝の堆積土砂を撤去したりするなど，事前に予防的な

観点での対策をすることでの減災といった，きめ細やか

な対応も求められる． 
 

(3) 担い手の確保 

宮古島は本検討を実施した平成 28 年当時は，インバ

ウンド需要に伴うリゾート開発など，島内の建設需要が

非常に高く，人材の確保に苦慮する状況であった．また，

島内の建設業者は宮古地域の主要な産業である製糖業と

兼業している企業も多く，秋口の製糖時期には更に人材

の確保が困難となるといった課題を抱えていた． 
通常であれば，このような場合には，他県等隣接地

域からの人材の流入などといった対応がなされるが，宮

古島は周りを海に囲まれていること，また，沖縄本島

（那覇市）からも 300km近くも離れた離島であることか

ら，他地域からの人材の流入が容易ではないことも大き

な課題であった．そのため，維持管理の迅速性の確保の

観点と併せて，地元企業の活躍が必要不可欠であり，か

つ複数の企業での対応が望ましいと考えられた． 
 

(4) 民間委託により職員実施時と比べ作業の効率性の

低下の懸念 

従来の維持管理は，一部を除き職員が自ら実施して

いた．そのため，作業内容の専門性によらず，対応可能

なものについては，複数の作業を同時実施するなど効率

的に実施されていた，しかしながら，民間委託となり各

専門業者が対応することとなった場合，従来の方法を踏

襲すれば，作業ごとに個々の業務が発注されることとな

るため，このように職員が直接実施していたような効率

的な業務実施が困難となることが予想された． 
また，仮に民間企業にそのような対応を求めたとし

ても，職員が担っていた作業については，民間企業にノ

ウハウがないなど，職員が実施していた時に比べ，作業

の効率性が低下することが懸念された． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1  職員による効率的な維持管理のイメージ 

 
 
3. 課題を踏まえた包括的民間委託のスキーム 

 

(1) 課題解決の方向性 

 前述の課題を解決するために，様々な契約要素を活用

し，契約方法を工夫することで，維持管理の改善を図る

こととした． 
具体的には，管理延長が長い，住民からの要望や災

害等の対応が発生しやすく迅速な対応が求められる状況

に対しては，「複数企業」，「包括委託」による連携し

た業務実施を可能にすることとした．また，担い手確保

の観点からは，「複数企業」，「包括委託」，「複数年

契約」を活用することで，各社が連携して人材不足を補

完しあうことや，長期的に業務が確保されることで企業



 
の経営の安定性向上による雇用の促進を図ることとし

た． 
一方，住民からの要望削減や減災に資する取り組み

としては，「性能規定型契約」を活用することで予防的

な対応を可能とする仕組みを検討することとした．な

お，本事業においては，包括的民間委託を始めて実施す

る企業が参加することを鑑み，委託開始時は従来通り仕

様規定での発注とし，委託の経験により性能規定型契約

が導入可能と考えられた時点において，性能規定化を導

入といった段階的な改善を図っていくこととした． 
これらの契約手法を活用した事業スキームとすると

ともに，各業務が連携して効率的・効果的な維持管理を

実現するため，各業務や企業間の「マネジメント」を実

施する技術者を配置する体制を構築する方針とした． 
 

(2) 事業スキーム 

a) 業務内容の再編と包括委託化 

前述の改善の方向性を踏まえ，包括的民間委託とし

て実施する事業内容を検討した．委託における想定した

事業スキームを図-2 に，包括委託の効果を創出するた

めに新規導入をした業務の内容を表-1に示す． 
委託内容としては，従来，職員が自らから実施して

きた作業とこれまでも民間委託をしていた業務について，

その実施内容から「②道路パトロール」，「③維持工

事」，「④植栽管理（除草・街路樹剪定）」，「⑤路面

清掃」，「⑥側溝清掃」，「⑦照明維持」，「⑧引継業

務（新規追加）」および「⑨改善提案業務（新規追加）」

の 8業務に再編した．また，これらの業務や実施企業の

連携を図るため，発注者との連絡調整や改善策の提案，

引継対応などを実施することを目的に「①全体管理業務」

を新規に導入し，「⑧引継業務」および「⑨改善提案業

務」は，「①全体管理業務」に含めることとし，7 業務

を 1つの業務として発注することとした． 
なお，性能規定型契約の導入については，前述の理

由に加え，管理データやノウハウの蓄積後の実施が望ま

しいことから，包括委託開始時には導入を見送ったが，

3 回目の発注において導入を検討し，試行的開始したと

ころである. 
 

b) 引継業務と改善提案業務 

維持管理業務は途切れることなく，継続的・持続的

な実施が求められるものである．そのため，業務として

の区切りにおいて，仮に事業者の変更が生じた場合にも

継続性・持続性を確保するため，確実な引継ぎが実施さ

れることが必要である．これまでは，直営作業について

は担当職員間での情報の共有などによる引継ぎがなされ

てきた． 
また，委託業務についても発注者の担当職員が情報

を引継ぎ，次年度の発注業務への情報の伝達や改善の反

映などを実施してきたが，発注者も異動があることから

的確な引継ぎの実施が困難となる場面も生じていた．そ

こで，引継ぎに必要なデータを日常的に蓄積し，引継ぎ

時おける的確な情報の伝達や引継ぎ段階で改めて資料を

整理するといった負担軽減を目的に「⑧引継業務」を構

築した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2  事業スキームと全体管理業務の位置づけ 1) 

 

表-1 新規導入した業務の内容 

 
一方、「⑨改善提案業務」は，道路の維持管理の現

場の状況に精通した受注者が，維持管理の効率化やサー

ビス向上等に関する改善事項を提案することを業務とし

て定めたものである．これは，道路を常に良好な状態に

維持するための方法をはじめとして，円滑かつ安全な交

通の確保や利用者サービスの向上・利用促進等に関する

ものも提案対象とした．一例としては，路面の損傷が繰

り返されている場所における舗装の打ち替えの提案や冠

水多発箇所における排水施設の改善策（排水桝の形状の

改良等：写真-3は，直営時における職員による排水桝の

改良事例であり，同様な提案を期待した）の提案，標識

等の誤認が発生しやすい場所における注意喚起のための

看板設置などを想定した． 
なお，受注者からの提案の採否については，発注者

が予算や内容等を踏まえ判断することとしており，実施

予算的に少額規模の作業内容の提案であれば、随意契約

の範囲内で提案者である受注者に業務を依頼することも

想定しており，提案により受注者は自らの業務を増やす

業務 内容 

①全体管理業務 
発注者との連絡調整， 

改善提案，引継ぎ対応 

 

 
⑧引継業務 引継ぎ資料の作成 

⑨改善提案業務 
維持管理における改善事項や対

応策等の提案 

①全体管理業務

④
植
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ことができるといったインセンティブを付与することで，

積極的な提案を促す仕組みとしている． 
これらの 2業務については，業務全体にかかわる事項

であり，各社個別ではなく、連携しての対応が必要であ

るため，総括管理者（以降，マネージャーと称す）が主

体となり実施するものであることから「①全体管理業務」

の中に位置づけることとした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-3  改良した排水桝の事例 

 
c)  複数企業による対応 
 業務の包括化により専門性の異なる作業を 1つの業務

として委託することとしたため，1 企業での対応では専

門外の作業については，実施に困難が生じることも予想

された．この場合には，再委託により協力会社による実

施も考えられるが，各作業を専門性のある企業が自主性

を持って対応することが，包括的民間委託の効果をより

引き出すことができると考え，共同企業体での参加を原

則とした． 

また，維持管理の安定的な実施や持続性を考えた場

合，特に本島固有の課題である製糖時期における人材確

保や倒産等のリスク回避などの観点からも複数企業によ

る対応が望ましいと考え，4 社以上の共同企業体での参

加を要件とした． 

 
d) 契約年数 
人材育成や蓄積したノウハウの活用を期待し，複数

年での契約が望ましいと考えた．しかしながら，初回の

発注時には，はじめての契約方式の事業ということもあ

り，課題や不測の事態が発生する可能性も考慮して、単

年度契約で実施した．なお，過去2回の契約では，大き

な課題が生じなかったことから，3 回目の契約において

複数年契約（2 年契約）とし，民間ノウハウをより活用

できるよう改善を図った． 

 

e) 発注方法 
これまでに実施したことのない事業であったこと，

また価格のみで評価するのは業務の目的に合致していな

いため、実績や実施方針，緊急時の体制など，業務の目

的を理解し，確実に実施される体制を確保できる企業へ

の発注が必要と考え，公募型のプロポーザル方式で発注

することとした． 
 
 

４．全体管理業務（マネージャー）の役割 

 

(1)受注企業 
本事業は、公募プロポーザルで受託者を募り，地元

コンサルタント企業を主とする 4社の共同企業体（宮古

インフラメンテナンス共同企業体）が受注した．コンサ

ルタントが全体管理業務を主体的に担う国内初とも言え

る事例である． 
 
(2)全体管理業務の内容 
全体管理業務の主な内容は，以下のとおりである． 
 
1) 業務計画 
 業務計画書の作成 
 年間維持管理計画、月間維持管理計画の作成 

 
2) 円滑な業務実施のための調整 
 発注者との連絡窓口 
 現地確認、対応策の検討 
 日報，月報等の提出 

 
3) 業務全体の効率化のための調整 
 データの収集、伝達、記録、保存 
（情報の共有化） 
 JV各社への業務指示，工程等の調整、調整会

議への出席・業務調整(1回/週) 
（コミュニケーションの円滑化） 
 社員教育の実施 
（業務の技術力の向上） 

 
4) 改善提案 
 良好な状態の道路の維持、円滑な交通の確保、

サービス向上等に資する提案の実施 
 

5) 引継対応 
 引き継ぐべき事項についての資料整理 

 
  

土砂堆積による排水桝のつまりに起因する冠水発生個所に

おいて、土砂詰まりが発生しにくい構造の桝に改良。 
土砂流入の改善が困難な場所であるため、土砂も流入させ

ることで、桝のつまりを抑制する考え方に変更。 



 
５．全体管理業務の効果 

 

(1)連絡窓口の1本化 
本事業では，②から⑦の業務を JV 各社が対応してい

るが，各作業の指示を発注者が個々の企業に行っていて

は，従来の発注と変わらず，業務間の連携は期待できな

い．窓口を 1本化したことで全体管理業務を担うマネー

ジャーが効率的・効果的な実施手法を考え，各担当に指

示することが可能となり，包括委託の効果を発揮するこ

とができている． 
また，発注者側においても指示する数は変わらない

ものの，内容によらずマネージャーに指示すれば，その

後の対応は受託者側が考えて実施するため，発注者にお

ける指示の負担軽減に寄与したものと評価している．こ

れは，窓口一本化により常に同じ技術者が対応すること

で，受発注者間のコミュニケーションが活発化・改善さ

れた効果であると考える． 
 
(2)維持管理業務全体を俯瞰した提案の促進 
本事業では，改善提案を行うことを業務内で求めて

いるが，それらを含め受託者側からの多くの提案がなさ

れており，維持管理の効率化に寄与している．その一例

を表-2に示す． 
これらは，道路パトロール業務や植栽管理業務，清

掃業務など複数分野に渡る提案もあり，特に徒歩パトロ

ールについては，パトロールだけを実施しているのでは

なく，パトロールの結果を受けて対応策を検討や実施ま

でを一貫して対応しており，維持管理業務の全体を俯瞰

して考えることができたからこそ，なされた提案である

と考える． 
その他，維持管理業務は日々様々な課題に直面する

が，その際に発注者がマネジメント技術者に相談するこ

とで，解決策の提案がなされており，コンサルタントに

よるマネジメント業務の実施を評価されている．地元の

実情を熟知したコンサルタントであるからこその成果で

あると考えられる． 
なお，提案事項の一部については，変更契約により

新たな追加契約の業務として実施されている．このよう

に受託者側の知恵と工夫で利益が生まれる仕組みとなれ

ば，努力した分のリターンが得られることによる実施者

のモチベーション向上や新技術による効率的な業務実施、

就業環境の改善などを図ることも可能となり、維持管理

業務の魅力の向上につながると考えられ，結果として維

持管理業務の質の向上や担い手の確保といった効果が期

待できると考える． 
 
 
６．ISO55001における要求事項とマネージャーの

役割 
全体管理業務におけるマネージャーの役割と ISO55001

における要求事項の対比を表-3に示す。 
前述のマネージャーの役割は、アセットマネジメン

トにおける要求事項の全てに対応できてはいないものの、

「６．計画」、「７．支援」および「１０．改善」につ

いては、マネージャーの活動が大きく寄与しているとい

うことができると考える。 

 

表-2 マネージャーによる提案 

No. 提案事項 内容・効果 実施対価との関係（契約変更等）

① 除草剤の活用
除草の効率化・ｺｽﾄ縮減を目的に除草剤の使用
効果の試験施工を提案、実施した

当初業務の中での実施

②
蘖（ひこばえ）の処理による
街路樹の繁茂抑制

蘖（ひこばえ）を処理することで，支障枝の繁
茂を抑制することができ、剪定などの効率化に
ついながる可能性があるため、試験的な実施を
提案、実施した
※蘖（ひこばえ）：切り株から新たに生えてく
る芽のこと。

当初業務の中での実施

③
浸透性排水桝の土砂堆積状況
の調査

浸透性排水桝の土砂の堆積状況が明確でなく、
清掃の要否を判断する情報が不足していたた
め、土砂の堆積状況調査を提案、実施した

追加契約業務として実施

➃
台風接近時の自主ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実
施

台風接近など異常気象の際に自主的に各社手分
けしてパトロールを実施しすることで、速やか
な状況の把握と応急対応を実現した

当初業務の中での実施

⑤ 徒歩ﾊﾟﾄﾛｰﾙの提案
車上パトロールでは把握できない歩道や路肩の
状況の確認を提案．第３期業務より実施

当初業務の中での実施

⑥ 性能規定契約の導入
除草作業について、性能規定化を要望。第3期
より試行、第4期より本格導入。

定額業務として実施し、工夫による
コスト縮減分は事業者の収益となる



特にコミュニケーションの改善や情報管理は、維持

管理の効率化などの質の改善に大きく寄与していると考

えられ、改善提案による継続的改善は、道路利用者への

サービス水準の向上だけでなく、事業者の力量向上とい

った効果も生み出すものであり、相乗的に効果を生み出

していくものと考えられる。 

これらの効果を考えるとマネージャーを配置するこ

とを求めた「全体管理業務」は、アセットマネジメント

の実践に必要不可欠であり、PDCA サイクルの運用に大

きく寄与していると考えられる。全体管理業務を担う総

括責任者は、まさにアセットマネージャーであると言え

る。 

７．今後の課題

本事業は道路施設の日常管理において，コンサルタ

ントが中心となってマネジメントを実施している国内で

数少ない事例である．現状において一定の成果は得られ

ているが，現在の委託内容が日常管理であるため，コン

サルタントが活躍できる場面が限られており，受託者が

メリットを感じにくい状況もある． 

今後は，構造物の点検業務や補修設計業務などのコ

ンサルタント業務を含めた包括委託へと業務範囲を拡

大・高度化することで，コンサルタントが活躍できる場

面が増え収益性が向上するであろうことが期待される．

また，構造物の点検結果を踏まえた劣化抑制対策（予防

保全対策）としての排水桝の清掃や支承まわりの土砂撤

去，鋼部材の部分塗装など，日常管理を徹底することで

効率的・効果的に構造物の長寿命化を図ることが可能と

なり，結果として維持管理費の削減を実現するなど、更

なる業務間の連携や工夫を引き出すことのできる管理体

制を構築できると考える． 

８．まとめ

本事業の開始から 5年が経過し，受注者側においても

各種の提案がなされており，維持管理の効率化が図られ

てきていると考える． 

特に本事業の受注者は地元のコンサルタントを中心

とする JV 企業であり，その効果が発揮されてきている

と考える． 

また，発注者においても，維持管理業務を従来通り

個別に発注していた場合には，発注・契約行為や作業指

示・確認などが多くなるため，全てに対応できなかった

可能性もあるとの意見も得ており，包括委託の効果は大

きかったものと考えている．全体管理業務はマネージャ

ーにより工夫を促すことで業務の効率化・質の向上等を

狙ったものであるが，維持管理は単なる作業ではなく，

インフラの機能を確保・維持するための大切な取り組み

と捉えるべきである．また，それに要する費用は，将来

への先行投資であると考えるべきである．包括的民間委

託の導入が進む中，本事例が少しでも参考になれば幸い

である． 

謝辞：本業務の実施においては，沖縄県土木建築部道路

管理課ならびに宮古土木事務所維持管理班の方々に多大

なるご協力を頂きました．また，宮古土木管内の民間事
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表-3 ISO5501の要求事項とマネージャーの役割の関係 

マネージャー(全体管理業務)の役割

6.2  アセットマネジメントの目標及び
 それを達成するための計画策定

・業務計画書の作成
・年間、月間維持管理計画の作成

7.2　力量 ・社員教育の実施

7.4　コミュニケーション
・発注者との連絡窓口（窓口の1本化）
・現地確認、対応策の検討（受発注者間での協議）
・JV各社への業務指示、工程調整、調整会議への出席

7.5　文書化した情報
・日報、月報の作成提出
・引継ぎ資料の作成

7.6　データ及び情報 ・データの収集、伝達、記録、保存（情報の共有化）

10.1　継続的改善 ・改善提案の実施10.改善

ISO55001要求事項

6.計画

7.支援




